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発行所 

五所川原市役所 

341号 

、昭和49年12月 1日 

印 刷 日刊民友新聞社 

広鯛 、 ！・
，
 

まかわら 
'2 5,,080人 	, 世帯数 	13,726世帯 市 の 人 口 

51,928人 (49年11月1日現在）住民基本台帳から 26,848人 

ごぞんじ．「金多豆蔵」 間に婦人会の余興にと相変らずひっぱりだこ。さる47年 9 人形芝居「金多旦蔵」 
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（昭和33年 9 月10日第 3 種郵便物認可） 

月、市の無形文化財第一号に指定。右金多、左豆蔵。 

ー
 

十

一
月
十
 

・

F
L
し
 

九
日

（火
）
 

L
か
 
晴
 

十
七
日
一

？
γ
 

九
時
二
〇
分

ゆ
う
づ
る
一
一

号
で
青
森
駅

ぎ
発
車
、
ス
ト
の
た
め
二
〇
分

遅
れ
、
翌
朝
六
時
二
十
分
上
野

駅
に
到
着
。

．
 

昨
、
十
八
日
一
〇
時
東
京
事
務
 

所
集
合
。
 

，J
 

岩
木
川
改
修
期
成
同
盟
会
 

津
軽
環
状
道
路
国
道
昇
格
期

成
 

同
盟
会
側
 

小
山
内
弘
前
市
土
木
課

長
、
 

山
内
柏
村
長
、
油
川
大
鰐
町
長
 

中
野
鶴
田
町
長
、
横
野
小
泊
村
 

「
穆

原
市
は境
専
門員
山
 

一
 
田
都
市
計
画
課
長
と
私
。
 

」
繍
舞
鷺
認
軸
膜班
 

o
 長
。
東
京
事
務
所
宮
本
主
査
。
 

」
 
綴参
鷲師
譲
難磐
 

一
灘
護
難
搬
 

n
ノ
 
の
が
礼
と
半
世
紀
を
越
し

た
岩
 

M
 
赤
の
改

修
促
進
、
圃
場
整
備

八
 
と
の
関

連
で
特
に
早
期
完
成
を
 

蕪
一
一
麟
一
 

長
、
本
間
治
水
課
長
、
中
村

道
路
局
次
長
、
柳
難
違
路
総
 
 

務
課
長
、
加
藤
路
政
課
長
、
 

浅
井
企
画
課
長
、
坂
上
国
道

第
二
課
長
。
 

更
に
前

々
か
ら
ご
高
配
を
い
た

だ
い
て
い
た
亀
岡
前
建
設
大
臣

古
賀
参
議
院
議
員
に
も
夫
々
謝

意
と
陳
情
を
申
し
上
げ
た
。
 

駅
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、
江
藤

運
輸
大
臣
と
固
い
握
手
を
か

わ

叱
した
後
国
鉄
総
裁
」
転利
馬
調
査

役
、
国
鉄
旅
客
局
落
合
開
発
企

課
長
、
建
設
局
停
車
場
杉
浦

第
一
課
長
へ
夫
々
陳
情
す
る
。
 

本
十
九
日
は
昨
日
不
在
だ
っ
た

建
設
省
井
上
道
路
局
長
は
じ

め

吉
田
都
市
局
長
、
 久
保
下
水
道

課
長
「
渡
辺
区
画
整
理
課
長
、
 

三
好
公
園
緑
地
課
長
『
小
坂
都

市
河
川
対
策
室
長
）
坂
上
国
道
 

第
こ
課
長
に
市
の
新
年
磨
一
 
業
」
 

を
中
心
に
陣
山回
し
た
か
、
そ
の
一
 

他
国
会
選
係
で
は
、
県
選
出
の

一

寺
下
参
議
院
議
員
、
津
川
、
竹
一

中
、
熊
谷
、
米
内
山
各
衆
議
院
一

議
員
・
記は
じ
め
関
係
深

い
上
田

一稔
、
梶
木
又
三
、
小
林
国
司
、

一

鳩
山
威
一
郎
の
各
参
議
院
織
員
」
 

に
お
礼
の
ご
挨
拶
を
申
与
し止
げ

更
に
志
村
北
海
道
開
発
庁
政
務

次
官
ご
就
任
の
祝
意
を
述
べ
最

後
に
大
蔵
省
を
経
て
企
業
幹
旋

の
関
係
で
工
業
立
地
セ
ン
タ

ー
 

に
寄
り
更
に
東
京
ラ
ン
ド
ス
ケ
 

ー
プ
）
眺
究
所
に小
森
治
人
氏
を

訪
ね
て
菊
ケ
丘
運
動
公
園
の
打
ピ

合
世
篭
羨

J上
野
駅
発

二
一
時

四
〇
分
ゆ
』
フ
づ
る
三
号
で離
京

翌
朝

F
汁
旧
七
時
五
分
青
木林
駅

二
 

叩
 

部
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度 
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生活環境 

パトロール本部 
住みよい 

日環境づくりに 

新 年

名刺交換会 

△とき 昭和50年 1月 1 

日午前11時から 

△ところ 市民文化会館

△会費 500円（お申し

込みと同時に納入してくだ

一さい、 

△申し込み :12月23日（月） 

まで、市情報課、五所川原

商工会議所へ 

の
部
に
お
い
て
最
優
秀
賞

山
上
雲
城
（
布
屋
町
、
四
三
）
 

佐
藤
豊
仙
（
日
の
出
町
、
四

五
）
 

と
も
に
県
文
化
振
興
会
議
主

催
の
県
展
書
道
の
部
に
お
い
て

奨
励
賞
受
賞
 

藤
森
く
に
（
川
山
、
四
四
）
 

市
文
化
振
興
会
議
主
催
の
第

十
三
回
県
下
短
歌
大
会
に
お
い

で
第
一
位
 

藤
丸
勝
美
（
湊
、
四
五
）
 

県
新
生
活
協
議
会
主
催
の
花

と
緑
の
標
語
千
二
百
余
点
の
な

か
か
ら
最
優
秀
賞
 

（
咲く
花
に
輝
く
緑
に
こ
ぼ
れ

る
笑
顔
）
 

（
通帳
に
使
用
し
て
あ
る
も
の
）
 

②
水
道
料
金
の
領
収
書
 

（最
近
の
も
の
一
枚
）
 

⑧
収
入
印
紙

一
枚
（
五
十
円
）
 

取
扱
金
融
機
関
 

青
森
銀
行
五
所
川
原
支
店
 

青
和
銀
行
五
所
川
原
支
店
 

注
軽
信
用
金
庫
五
所
川
原
支
店
 

東
血
霜
用
金
庫
五
所
川
原
支
店
 

弘
前
相
互
銀
行
五
所
川
原
支
店
 

羅

筋
拘
縮
症
 

五
日
集
団
検
診
 

大
腿
四
頭
筋
拘
縮
症
の
疑
い
 

の
あ
る
児
童
に
受
診
さ
せ
て
く
 

だ
さ
い
。
 

ー
 

▽
と
き
 
士
 
り
五
日
（
木
 

）
受
付
十
二
時
半
か
ら
っ
診
察
」
 

午
後
一
時
半
か
ら
 

▽
と
こ
ろ
 
五
所
川
原
保
緯
 

こ
ん
な
と
き
、
親
が
気
づ
く

異
常
と
し
て
、
歩
行
異
常
が
主

で
歩
き
方
が
お
か
し
い
、
ビ
ッ

コ
を
ひ
く
、
下
肢
を
外
に
ふ
り
 

？設
装
愛製
 

が
あ
っ
た
ら
診
察
を
受
け
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

市
民
の
み

な
さ
ん
か
ら

の
ご
要
望
に

よ
り
、
水
道

料
金
な
ど
の

納
入
方
法
と

し
て
、
預
金

口
座
振
替
を

次
に
よ
り
取

り
扱
う
こ
と

に
な
り
ま
し
 

た
。
ご
希
望
 

の
方
は
，
市
 

水
道
課
ま
で
 

お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

受
付
開
始
 

十
二
月

一
日
か
ら
 

持
参
す
る
も
の
 

m
預
金
通
帳
と
印
鑑
 

一
  

市
内
漆
川
の
松
野
木
川
に
か
か
る
「
志
ん
橋
」
が
老
朽
化

し
た
た
め
永
久
橋
に
架
け
替
え
す
る
こ
と
に
な
り
、
十
二
月

一
自
ー
明
年
十

一
月
三
十
日
ま
で
の
間
、
車
両
の
通
行
止
め

を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

こ
の
た
め
車
両
は
十
川
町
、
松
島
町
の
う
回
路
を
ご
利
用

願
い
ま
す
が
、
自
転
車
、
歩
行
者
は
、
現
在
の
橋
を
一
部
利

用
し
仮
橋
を
架
設
し
ま
す
。
 

漆
川
の
志
ん
橋
を
架
替
 

一
日
か
ら
車
の
通
行
止
め
 

	11日から受付け開始 

水道料金の口座振替 

◇
団
体
（
3
)
 

飯
詰
中
学
校
 

県
商
工
会
議
所
連
合
会
主
催

の
第
二
十
五
回
県
下
中
学
校
珠

算
大
会
に
お
い
て
総
合
第

一
位
 

（二
年
新
岡
育
代
、
 一
年
中

谷
智
津
子
、
 一
年
中
谷
博
美
、
 

一
年
和
田
千
穂
子
）
 

五
所
川
原
小
学
校
合
唱
ク
ラ

ブ
 五

所
川
原
第

一
中
学
校
合
唱

ク
ラ
ブ
 

と
も
に
、
青
森
放
送
主
催
の

四
十
九
年
度
県
下
子
ど
も
音
楽

会
に
お
い
て
優
秀
賞
 

\
／
馴
一
、
 
、
。
乙
」
 

/
＼
《廿
ノ

／
!
1
、
 

坂
本
十
一
 
（
飯
詰小
四
年
）
 

全
国
珠
算
教
育
連
盟
東
北
地

方
連
合
会
主
催
の
第
二
回
東
北

七
県
珠
算
競
技
大
会
に
お
い
て

個
人
総
合
第
三
位
 

中
谷
智
津
子
（
飯詰
中

一
年
）
 

全
国
珠
算
教
育
連
盟
主
催
、
 

四
十
九
年
度
全
日
本
通
信
競
技

大
会
県
大
会
中
学
の
部
に
お
い

て
読
み
上
げ
暗
算
第

一
位
 

新
岡
育
代
（
飯
詰
中
二
年
）
 

県
商
工
会
議
所
連
合
会
主
催

の
第
二
十
五
回
県
下
中
学
校
珠

算
大
会
に
お
い
て
読
み
上
げ
算

個
人
第

一
位
 

山
形
信
子
（
五

一
中
三
年
）
 

日
本
動
物
愛
護
協
会
主

催
の
全
国
小
中
学
生
動
物

愛
護
ポ
ス
タ
ー
展
に
出
品

し
環
境
庁
長
官
賞
を
受
賞

荒
関
敏
文
（
五

一
中
三
年
）
 

同
ポ
ス
タ
ー
展
で
二
等
賞

小
野
晶
雄
（
五
一
中
二
年
）
 

日
本
海
事
広
報
協
会
主
催

の
全
国
中
学
生
海
の
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
銀

賞
受
賞
 

小
野
妙
子
（
五

一
中
三
年
）
 

東
奥
日
報
主
催
の
東
奥
児

時
 
童
美
術
展
絵
画
の
部
に
お

式
 
い
て
特
選
 

、
 
」
 

賞
 
福
士
章
子
（
高
野
、
十
九
）
 

皿
又
 

県
連
合
青
年
団
主
催
の
県

青
年
大
会
美
術
生
活
文
化
 

四
十
九
年
度
《の
市
の
「
文
化
奨
励
賞
」
 
の
受
賞
式
が十
 

一
月
十
六
日
、
市
民
文
化
会
館
で
お
こ
な
わ
れ
小
山
市
教
 

育
長
か
ら
三
団
体
、
十
二
人
の
個
人
に
賞
状
が
贈
ら
れ
ま
 

し
だ
。
 

文
化
奨
励
賞
を
受
け
ら
れ
た
団
体
、
個
人
は
次
の
と
市
 

り
で
す
。
 

（
敬
称
略
）
 

、
 



,
 

無
料
人
権
相
談
所
 

十
二
月
十
三
H
午
前
＋
時
か
ら
 

「丸
キ
」
 
デパ
ー
ト
六
階
で
 

年
末
の
交
通
安

全
県
民
運
動

が
次
の
日
程
で
お
こ
な
わ
れ
ま

す
。
酒
に
ま
つ
わ
る
交
通
事
故

が
多
発
す
る
時
期

で
す
の
で
、
 

』
次
の
こ
と
に
留
意
さ
れ
明
る
い

年
末
を
過
ご
さ
れ
る
よ
う
運
動
 

ー
、に
ご
協
力
願
い
ま
す
。
 

運
動
の
期
間
 
十
二

月
十
六

日
ー
十
二
月
三
十
日
ま
で
 

運
動
の
重
点
  

年
末
、
 

家
族
、

地
域
、
 

十
六
 

職
場
か
ら
酒
飲
 

み
運
転
を
追
放
 

酒
飲
み
運
転
は
し
な
い
 

Q

妥
会
や
懇
談
会
な
ど
、
酒
 

の
出
る
と
思
わ
れ

る
会
合
へ
出
 

席
す
る
と
き
は
車
を
運
転
じ
な
 

②
車
を
運
転
す
る
必
要
が
あ
 

る
と
き
は
、
た
と
え
一
滴
で

も

酒
は
飲
ま
な
い
。
 

③
車
を
運
転
し
て
行
っ
た
先

で
酒
を
飲
ん
だ
と
き
は
、

タ
ク
 

、
ンー
な
ど
で
帰
る
。
 

叫

④
祝

い
酒
な
ど
喝
、
車
を
運

転
す
る
と
き
は
飲
ま
な

い
で
持

ち
帰
る
。
 

酒
飲
み
運
転
は
さ
せ
な

い
。
 

交
通
安
全
県
民
運
動
 

日
か
ら
三
十
日
ま
で
 

酒
飲
み
運
転
を
追
放
し
ま
 

①
酒
が
出
る
と
予
想
さ
れ
る

集
会
、
会
議
な
ど
に
は
車
を
運

転
t

で
い
か
せ
な
い
。
 

⑦
蚕
議
や
集
会
、
懇
親
会
な

ど
で
酒
を
出
す
予
定
が
あ
る
と

き
は
、
安
内
状
な
ど

に
そ
の
点
 

を
付
記
し
、
車
を
運
転
し

て
こ

な
い
よ
う
要
請
す
る
。
 

ま
た
、
会
合

の
司
会
者
は
、
 

酒
を
出
す
と
き
は
、
酒
飲
み
運

転
を
し
な
い
よ
う
呼
び
か
け
る
。
 

③
妥
会
な
ど
で
車
を
運
転
し

て
帰
る
者
に
は
酒
を
す
す
め
な
 

い
。
 

④
酒
を
飲
ん
で

い
る
者
に
は
 

車
を
貸
さ
な
い
。
 

⑤
酒
を
飲
ん

で
い
る
者
が
、
 

車
を
運
転
し
ょ
 

う
と
す
る
と
き
は
、
エ
ン
ジ
ン

キ
ー
を
預
り
、
タ
ク
シ
ー
な
ど

で
帰
す
。
 

一
 

 

ま
つ
し
ま
団
地
保
育
園
で
 

 

50年度の保育所（園） 
入所児童を受付け 

    

     

     

     

市では明年 4 月 1 Hから入所する保育児童を次のとおり受付けし十ず 

△受付 12月 S F!から明年1月10日まで” 

△対象 家庭保育ができない就学前までの乳幼児 

△受付場所 市福祉事務所（入所申請用紙を備えてあります） 

△入所の基準 

①母親が家庭外で仕事をしているため保育ができない。 

②母親が家庭内で家事以外の仕事をしているため保育ができない。 （ 

ただし、父がその仕事に従事し、使用人がいる家庭を除く） 

③母親が死亡、行方不明、拘禁などで保育ができない。 

④母親が出産、病気、心身障害などで保育ができない。 

⑤病人、障害者があ寸、母親が看護にあたるため保育ができない。 

⑥家庭の災害（火災、風水害、地震など）のため復旧の間保育ができ 

ない。 	、 
なお、母親がお勤めの場合は、必ず勤務証明書を添付してください。 

し
ょ
・フ
 

~一 「免税軽油」  の 
~ 	 中三雲左昌イて＋I十 申請を受付けします 

（様式は申請書についてあります） 
母親が出産、病気などの場合は、それを証明するものを添付してくだ 

さし“。 

△入所の決定 
家庭構成の状況、とくに保護者である母親の労働状況、家庭の環境、 

その他の状況を十分勘案し、入所基準に該当する児童が補充人員をこえ 

る場合は、その保育を要する程度の高いものから定員の範囲内において 

順次入所の可否を決定します。 

△入所受付け期聞 

明年 1月10日以降の受付けは、5 月からの夫所児童の欠員補充分とし 

て取り扱いますので、受付け期問を守ってください。 
詳細は、市の福祉事務所または各保育所（園）に問いあわせください 

受付けする保育所（園）は次のとおりです。 

所在地 保育所I園）名 補充人員 ‘所裡地 保育所（園）名 補充人員 

柳 	町 五所川原保育園 羽野木沢 七 	和（“育園I 

飯 	詰 若 	葉保育園 鎌谷●丁 か ま 子r一、I日 

鶴 ケ 岡 三 	好保育所 米 	田 津軽野保1 月 

湊 

藻 

さ か え保育所 

藻 	川保育園 
35191816
12

29

13 

梅 	田 

さっき町 

梅 	田保育。 
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老
人
ホ
ー
ム
を

慰
間
 

青

年
会
議

所

の
一

行
 

五
所
川
原
青
年
会
議
所
（
坂

本
憲
昭
理
事
長
）
は
、
こ
の
ほ

ど
市
立
老
人
ホ
ー
ム
 
「く
る
み

園
」
を
訪
れ
お

と
し
よ
り
た
ち

・

を
慰
問
し
ま
し
た
o
、
 

こ
れ
は
青
年
会
議
所
が
さ

る
十
月
二
十
日
開
い
た
チ
ャ
リ

テ
イ
ー
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
イ
ー
の

益
金
で
お

こ
な
っ
た
も
の
で
す
。
 

こ
の
日
は
、
お
と
し
ょ
h
、
 

ち
こ
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
ケ
ー
キ

を

つ
く
っ
て
サ
ー
、
ス
し
、
お

と
し
よ
り
た
ち
は
人
形
芝
居
の
 

「金
多
豆
蔵
」
を
み
な
が
ら
楽

‘
 

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。
 

五
所
川
原
県

税
事
務
所
で
は

明
年
使
用
す
る

農
業
用
の
免
税

軽
油

の
申
請
を

次
の
要
領
で
受

け
付
け
し
ま
す
。
 

受
付
期
日

明
年

一
月
八
日
 

ー
一
月
十
日
ま

で
の
三
日
間

受
付
場
所

市
内
柳
町
「
五

所
川
原
県
税
事

務
所
」
 

諸
用
紙
は
 

農
協
ま
た
は
石

油
販
売
店
に

あ
 

り
ま
す
。
 

免
税
証
の
郵
送
料
 
切
手
百

二
十
円
を
そ
え
農
協
ま
た
は
石

油
販
売
店
を
経
由
し
て
申
請
し

て
く
だ
さ

い
q
 

「免
税
軽
油
」
を
申
請
す
る

農
家
は
県
税
事
務
所
の
受
付
期

日
以
前
に
、
農
協
ま
た
は
石
油

販
売
店
経
由
で
申
請
書
類
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
こ
の
申
請
に
は
農
業

委
員
会
が
発
行
す
る
“
耕
作
証

明
書
〉
が
必
要
で
す
。
農
業
委

員
会
の
窓
口
が
非
常
に
混
み
あ

う
の
で
、
十
二
月
中
に
お

い
で

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

な
お
、
不
明
な
点
は
、
五
所

川
原
県
税
事
務
所
軽
油
引
取
税

係
（
電
話
⑤
二
五
四
九
番
）
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

③
 



開
館
と
閉
館
時
間
『
 休
館
日
は

次
の
と
お
り
で
す
。
 

△
四
目
一
日
ー
十
1
1三
十

一

日
ま
で

、
午
前
九時
か
あ
午
後

六
時
ま
で
『
た
だ
し
、
止
曜
日

は
午
前
九
時
か
ら
午
後
）

l時
ま
 

△
十

一
月
一
日
ー
三
月
三
十

一
日
ま
で
 
午
前
九
時
か
ら
午

後
五
時
ま
で
。
た
だ
し
、
土
曜
 

日
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
一
時
 

ま
で
o
 

4
 

△
休
館
日
ば
 

国
民
の
祝
日
、
年
末
「
年
始
・
 

（十
二
月
二
十
九
日
ー
十
二
月

三
十

一
旧
ま
で
、
 一
月
ニ
日
か

ら

「
月
一
ニ日
ま
で
）
 

館
内
整
理
日
、
そ
の
他
臨
時

休
館
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

新
着
図
書
は
次

の
と
お
り
o
 

電 

「国
民
年
金
」
 
に加
入
し
て

い
る
方
が
老
齢
に
な
っ
た
と
き

病
気
や
ケ
ガ
の
た
め
、
身
体
障

害
者
に
な
っ
た
り
、
ま
た
は
不

‘
 

幸
に
し
て
亡
く
な
っ
た
と
き
に

本
人
や
遺
族
の
生
活
を
保
障
す

る
た
め
次
の
よ
う
な
年
金
が
あ

り
ま
す
プ
 

と
こ
る
繊
 
こ
れ
ら
の
年
金
戸

を
う
け
多
「、
と
の
で
春
る
人
が

・

年
金

の
請
求
の
手
続
き
を
し
穿

‘
 

い
た
め
、
年
金
寺

フ
け
て
い
汝
・

い
方
を
と
き
ど
き
見

・フ
討
ま
す
P
 

年
金
毒
フ
け
る
要
件
に
該
当
 

し
た
と
き
は
、
早
め
に
請
求
し

て
く
だ
さ

い
。
み
な
さ
ん
の
な

か
で
、
 「
私
は
こ
ん
な
年
金
が

う
け
ら
れ
る
の
で
は
 
、
」
と

思
う
と
き
、
お
気
軽
に
年
金
係

へ
お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
『
 

一
老
齢
年
金
 

か
け
金
を
納
め
た
期
間
と
、
J
4、
、
 

か
け
金
の
納
付
を
免
除
さ
れ
た
、
 

期
間
が
ニ
十
五
年
以
上
あ
る
と

き
0
 
（昭
和
五
年
四
、

一
日
以

前
に
生
ぱ
れ
た
」人
は
、
年
齢
に

ょ
P
て
十
年
か
ち
二
十
四
年
ま

で
ち
ぢ
め
あ
れ
て
い
ま
す
）
 
二
 

通
算
老
齢
年
金
 

国
民
年
金
と
ほ
か
の
年
金
制

度
の
加
入
期
間
を
あ
わ
せ
て
一
一

十
五
年
以
上
か
け
金
を
納
め
て

い
る
と
き
。
‘
（二
十
五
年
は
、
 

老
齢
年
金
と
同
じ
く
十
年
か
ら

二
十
四
年
ま
で
ち
ぢ
め
ら
れ
て

い
ま
す
）
 

障
害
年
金
 

最
近
一
年
以
上
か
け
金
を
納

ガ
て
い
る
人
が
、
重
い
病
気
ゃ

ケ
ガ
の
た
め
体
が
不
自
由
に
な

っ
た
と
き
。
 

母
子
年
金
 

最
近
サ
」
年
以土
か
け
金
を
納

め
て
い
る
妻
が
夫
を
亡
く
し
、
 I
 

十
八
歳
未
満

の
子
と
暮
ち
し

て
 

い
る
と
き
？
 
ト
、
 

1
 

 

】
 

準
母
子
年
金
一
 
l
 

最
近

一
年
以
上
か
け
金
を
納

め
て
い
る
祖
母
や
姉
が
、
生
計

の
中
心
者
で
あ
る
祖
父
や
父
が

な
く
な
り
、
十
八
歳
未
満
の
孫

や
弟
妹
と
暮
ら
し

て
い
る
と
き
。
 

遺
児
年
金
 

最
近

」
年
以
上
か
け
金
を
納

め
で
い
る
父
や
母
が
亡
く
な
り

十
八
歳
未
満
の
子
だ
け
が
残
さ

れ
た
と
き
。
 

寡
婦
年
金
 

老
齢
年
金
を
う
け
る
資
格
の

」
 

あ
る
夫
が
年
金
を
・ユ
げ
ず
に
死

亡
し
た
と
き
、
十
年
以
上
婚
姻

関
係
の
あ
っ
た
妻
に
六
十
歳
か

ら
六
十
五
歳
に
な
る
ま
で
支
給
。
 

こ
ん
な
と
き

こ
ん
な
 

年
金

の
請
求
は
早
め
に
 

年
金
が

受
け

ら
れ

ま
す
 

4
 

ー
第
二
次
献
本
運
動
を
実
施

ー
 

一
日
か
ら

一
力
月
間

ー
 

ー
連
絡
先
 

五
所
川
原
市
岩
木
 
J
lh
 

五
所
川
原
市
献
本
運
動
実
行

委
員
会
（
鎌
田
嘉
兵
衛
委
員
長
 

）
は
、
十
二
月
一
日
か
ら
十
一
一

月
三
十

一
日
ま
で
第
二
次
の
 
「
 

献
本
運
動
」
を
お

こ
な
い
ま
す
。
 

市
立
図
書
館
を
充
実
し
、
市

民
の
教
育
と
文
化
の
発
展
を
は
一

か
る
目
改
で
す
み
ーで
、
み
か
き
ー
 

ん
の
ご
協
カ
を
お
瀬
”
い1
レ
ま
す
P
 
 

八
十
四
人
の
方
が
利
用
し
て
お

り
ま
す
。
 

献
本
さ
れ

る
方
は
、
多
少
に

か
か
わ
ら
ず
市
立
図
書
館
に
ご

持
参
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
が

つ
ご
う
で
「
」
れ・
な
い
方
は
、ご
 

‘
一
報
く
か
き
れ
ば
係
が
お
同
い
 

『戸
 
ひ
ま
か
叶
二
／
 

ク
 

 

フ 
お し りせ 」 

  

町

一
三
 
「
五
所
川
原
市
立
図
‘
 

書
館
」
 

電
話
 
⑤
二

「
一
一
番
 

ー
⑤
一
「
11五
‘
一
番
 

内
線
三
五
五
番
 

新
箸
  
書
の
ご
案
内
 

市
立
図
書
館
で
は
、
こ
と
し

発
行
に
な
っ
た
最
も
新
し

い
図

書
な
ど
を
次
の
と
お
り
受
げ
入

れ
ま
し
た
の
で
、
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
な
お
、
市
立
図
書
館
の
 

市
立
図
書
館
に
は
、
 

現
在
一
万
五
干
八
百
六

十

一
冊
の
蔵
書
が
あ
り

年
々
増
加
し
て
お
り
ま
、‘

 

す
が
、
図
書
を
利
用
さ

れ
る
方
も
そ
れ
に
比
訓

し
て
ふ
え
、
四
十
八
年

度
で
は
二
万
ん
千
ニ
百
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